
患者さんの病気の経過

病気を治すことを目標とし、

より良く生きるための治療＝積極的治療

がんの進行などに伴う苦痛を軽くし、

より良く生きるための治療＝緩和ケア
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緩和ケアだより
2021年 Vol.2

不定期で、緩和ケアについての情報や当院の緩和ケア病棟 (7階病棟 )で
開催しているイベントについてお知らせしていきます。

７階 緩和ケア病棟 看護師系井・公認心理師坂本

今後は、医師以外の様々な医療者についてもご紹介していきます！

8月のイベントは『夏祭り』。病室に綿あめ機を持って伺い、
綿あめ作りを体験していただきました。また、瓶ラムネや
スタッフ特製フルーツ飴もお配りして味わっていただきました！
患者さんと一緒に準備をし、当日も盛り上がりました。

病棟のイベント

【沖政盛治主任部長】

患者さんの身体の状態やつらさを判断し、

状況に合わせた処置や投薬を行います。

また、患者さんやご家族に病状の説明を行い、

患者さんやご家族が希望する過ごし方を

叶える方法を探します。

緩和ケアでは、多様な職種の医療者が協力しあい、患者さんと
ご家族の様々なつらさを和らげるお手伝いをしています。

緩和ケアについて−②

＊入棟には条件があります。詳細は受診中の病院へお問い合わせください。
＊現在は、7階病棟の見学はお断りさせていただいております。

緩和ケアは、 “がんに伴う身体や心の様々なつらさ” を和らげ、
患者さんとご家族が生活しやすくなるためのケアです。
緩和ケアは診断されたときから始まり、がん治療とともに、
つらさを感じるときにはいつでも受けることができます (下図)。

①はVol.1へ

感染症流行以前は、流しそうめんや射的など
より本格的な夏祭りをご家族と一緒に楽しんで
いただいていました。

患者さんからは「夏祭りなんて久しぶり！」
「入院中にお祭りを楽しめるなんて思っても
みなかった！」など、驚きの声や喜びの言葉
をたくさんいただきました。


